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札幌市 2018 年第 3回定例市議会（9月 25 日～10 月 31 日）      文書質問  石川 佐和子  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

質      問 答        弁 

１．札幌冬季オリンピック・パラリンピック招致について 

札幌市は 9月 17 日、2026 年大会招致の取り組みについて、対話ステ

ージを以て終え、引き続き 2030 年大会に向け、IOC、JOC との緊密な

対話を継続すると公表した。先月、8月 1日の冬季五輪招致・スポーツ

振興調査特別委員会では、市長は 2026 年としてきた招致時期を明らか

にすることなく、戦略的に 9月まで対話ステージにとどまるという意向

を示していた。2014 年に札幌市が行った市民アンケートでは、招致する

ことに「賛成」が 33.7％、「どちらかといえば賛成」が 33.0％だったも

のの、開催費用や維持費などの財政面を懸念する声が 49.3％あり、それ

以降、市民アンケートなど市民の意見を問う取り組みは実施されていな

い。この間、招致に関しての札幌市の市民への説明責任は果たされてい

ないと考える。 開催に至るまでの莫大な費用を要する事業の実施にお

いて、市民意見の反映を欠かすことはできない。 

（1）当初2026年としてきた冬季オリンピック・パラリンピック開催招致

を2030年へ変更することについて、市民への十分な説明がなされない

まま進めてきたことをどのように捉えているのか伺う。 

（2）冬季オリンピック・パラリンピックの開催については、開催ありきで

はなく、市民の賛同によって決定すべきと考えるがいかがか。また、

市民アンケートにおいては、それを明確に示した上で、行うべきと考

えるがいかがか、併せて伺う。 

 

２．プラスチックごみを減らす取り組みについて 

プラスチックごみによる海洋汚染が世界的に深刻な問題となってい

る。ペットボトル、食品トレー、製品プラスチックなど、家庭から出され

るプラスチックごみは「分別収集・処理」されているが、ポイ捨てや災害

等により川や海へ流出しているとのこと。札幌市においては、２R に重点

を置き、発生抑制やリユース食器使用、分別の周知徹底などが重要と考

える。 

（1）プラスチックごみによる環境汚染についての認識を伺う。 

（2）国内外ではプラスチック製ストローの使用中止、生分解性容器使用

などがすすめられているが、札幌市においても、使い捨てプラスチッ

ク容器の削減に向け、事業者に協力を求めるなど働きかけるべきと考

えるがいかがか伺う。 

（3）使い捨てのプラスチック容器の削減のため、たとえばリユース食器

の使用などについて、市民への情報提供や支援をさらに充実すべきと

考えるがいかが伺う。 

 

 

３．パーソナルアシスタンス（PA）制度の充実について 

札幌市は、2010 年度より重度の障がいのある方の地域生活を支援す

る独自の介助制度としてＰ Ａ制度を導入した。障がいのある方、自らが

マネジメントし、ヘルパー資格の有無にかかわらず介助者として登録で

きるＰ Ａ制度を利用者、介助者双方にとって、より良いものにしていく

ことが重要である。このような中、介助者数が利用者数を大きく上回っ

ているものの、利用者からは必要な時に容易に介助者を見つけることが

できないとの声が寄せられているため、札幌市においては 2017 年 9 月

～10 月、利用者、介助者双方にアンケート調査を実施しＰ Ａ制度の実態

把握を行っている。 

（1）Ｐ Ａ制度の利用者、介助者アンケート結果からどのようなことを課題

と受け止めているのか。 

（2）その課題に対し、どのように対応していくのか、Ｐ Ａサポートセンタ

ーの役割などを含めて伺う. 

１. 

（1）冬 季 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク の 招 致 時 期 に つ い て は 、 昨 年 1 1 月の 対 話 

ス テ ー ジ へ の 参 加 以 降 、市 議 会 の 代 表 質 問 や 冬 季 五 輪 招 致・ス ポ ーツ 振 興 調 査 特 

別 委 員 会 を 中 心 に 議 論 を 重 ね て き た と こ ろ で あ る 。 こ の 度 の 一 連 の 経 過 等 に 

つ い て は 、で き る だ け 早 期 に 市 議 会 に 報 告 さ せて い た だ く と と も に 、 今 後 と も 

市 議 会 を 始 め 、 様 々  な 機 会 を 通 し て 市 民 の皆 様 へ の 説 明 を 行 っ て い き た い。 

 

（2）オ リ ン ピ ッ ク・パ ラ リ ン ピ ッ ク の 開 催 に は 、市 民 の 皆 様 の 支 持 が 欠 か せな い こ 

と か ら 、 2030年 大 会 の 招 致 に 当 た っ て も 、 市 民 の 皆 様 の 意 向 を 確認 し つ つ 、 市 

議 会 で も 議 論 を い た だ き な が ら 、 活 動 を 進 め て ま い り た い 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 

（1）世 界 中 で 、毎 年 800 万 ト ン 以 上 の プ ラ ス チ ッ ク ご み が 海 洋 へ 流 出 し て おり 、海 

洋 生 物 に 絡 ま っ た り 、誤 食 さ れ た り す る こ と が 指 摘 さ れ 、こ れ に よ る 生 態 系 を 

含 め た 海 洋 環 境 へ の 悪 影 響 が 問 題 視 さ れ て い る 。  そ の た め 、 プ ラ ス チ ッ ク ご 

み の 削 減 に つ い て は 、 今 後 、「 海 洋 汚 染 」 の視 点 も 加 え 、ご み の 分 別 徹 底 や 発 生

・排 出 抑 制 を 進 め て い く べ き も の と 認 識 し て い る 。 

（2）プ ラ ス チ ッ ク 製 ス ト ロ ー な ど の 使 い 捨 て プ ラ ス チ ッ ク 製 品 の 削 減 に つい て 

は 、事 業 者 が 削 減 に 取 り 組 み や す い 環 境 を 作 る こ と が 肝 要 で あ る と 考 え る 。 

こ の 観 点 か ら 、ま ず は 市 民 一 人 一 人 が 使 い 捨 て プ ラ ス チ ッ ク 製 品 を 使 わな い 、

あ る い は よ り 環 境 に 配 慮 し た 製 品 を 使 用 し て い た だ く よ う な 消 費 行動 の 啓 発 

を 行 い 、市 民 意 識 の 醸 成 を 図 っ た 上 で 、事 業 者 へ の 働 き か け を 進 め て ま い り た 

い 。 

（3）リ ユ ー ス の 取 り組 みを 推 進 す る た め 、 現 在 、 リ サ イ ク ル プ ラ ザ 宮 の 沢 で は 、

地 域 の お 祭 り や 学 校 祭 な ど の イ ベ ン ト 向 け に 、洗 っ て 何 度 で も 使 用 で き る リ ユ 

ー ス 食 器 の 貸 し出 し を 行 っ て い る 。  リ ユ ー ス 食 器 の 利 用 を 始 め と し て 、使 い 捨 

て プ ラ ス チ ッ ク 容 器 を 削 減 しよ う と す る 取り 組 みが 市 民 生 活 に 浸 透 す る よ う 、

今 後 も 啓 発 を 続 け て ま い り た い 。 

３． 

（1）ア ン ケ ー ト 調 査 で は 、介 助 者 の 確 保 に 苦 労 し た 経 験 が あ る と 回 答 し た 利 用者 が 

多 く 、 利 用 者 と 介 助 者 そ れ ぞ れ に 希 望 す る 介 助 時 間 帯 が あ る こ と か ら 、介 助 時 

間 帯 の 調 整 を 含 め た 、利 用 者 と 介 助 者 と の マ ッ チ ン グ が 課 題 で あ る と認 識 し て 

い る 。 

（2）マ ッ チ ン グ に つ い て は 、こ れ ま で も 、札 幌 市 が 利 用 者 支 援 を 委 託 し ているＰ Ａ サ 

ポ ー ト セ ン タ ー に お い て 、利 用 者 の 希 望 に 応 じ た 介 助 者 を 紹 介 す る 取り組 みを 

行 っ て い る が 、今 回 の 調 査 結 果 を 踏 ま え 、介 助 時 間 帯 や 介 助 内 容 に 関 する そ れ 

ぞ れ の 希 望 を 細 か く 調 整 し な が ら 利 用 者 と 介 助 者 と の マ ッ チ ン グ をよ り 柔 軟 

に 行 う よ う 努 め て い る と こ ろ で あ る 。 ま た 、 本 年 4月 に は 、 利 用 者 が 新 規 の 介 

助 者 を 募 集 す る 方 法 と し て 、 求 人誌 に 掲 載 す る な ど の 方 法 を 全 利 用 者 に 紹 介 

し 、必 要 に 応 じ て 具 体 的 な 募 集 方法 に つ い て 個 別 に 助 言 を 行 っ て い る 。 今 後 も 

引 き 続 き 、Ｐ Ａ サ ポ ー ト セ ン タ ー が 、丁 寧 な マ ッ チ ン グ や 介 助 者 を募 集 す る 際 

の 助 言 な ど の 支 援 を 行 う こ と で 、利 用 者 が 円 滑 に 介 助 者 を 確 保 でき る よ う 取り

組んでまいりたい。 

 

2017 年度最終予算額は、補正予算としてオリンピック・パラリンピック基金等により 81 億円を追加するなど、前年度比 4.9％増の 1兆 281 億円となり

ました。一般会計決算は、歳入 9,830 億円、歳出 9,693 億円、実質収支は 72 億円の黒字となったものの、市全体の市債残高は、臨時財政対策債 65 億円の

増により 6年連続で増加と、依然として厳しい財政状況です。決算には、国による監視管理の強化が懸念されるマイナンバー制度への対応事業費等として

3 億 7,819 万円が含まれていることから反対しました。また、台風、地震など一連の災害に係る復旧・復興事業として全会計で 189 億 7,340 万円の 2018

年度補正予算が可決されました。「平成 30 年北海道胆振東部地震に関する意見書」「フェアトレードの理念支持及び普及啓発に関する決議」「米国の臨界前

核実験に抗議する決議」は全会一致で、「日米地位協定の改定を求める意見書」は賛成多数で可決されました。 


